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 The cause of the bad smell from polypropylene (PP)/talc compound for injection molding and the  

prevention of the bad smell were investigated and examined.  

 Component of the smell was based on decomposition of the antioxidant added to the PP/talc compound. 

 For the prevention of the smell, it was clarified that the surface treatment with silane coupling  

agent or zinc stearate of the talc were efficient. An addition of zinc stearate to PP/talc  

compound during extruding was also effective to control the smell. 
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                  １ 緒  言 

 タルクは、板状の結晶構造をした鉱物で、その粉砕

品はアスペクト比が高く、物性及び加工性の改善、コ

スト低減を目的として、樹脂へのフィラーとして用い

られている。特にポリプロピレン（ＰＰ）への添加効

果として剛性、高温でのクリープ抵抗などで改善がみ

られるため、ＰＰ／タルクコンパウンドは自動車部品、

食品容器等で広く使用されている。 

 しかし一部のＰＰ／タルクコンパウンドで製品に臭

気が発生する場合があり、食品容器に使用する際には

問題がある。タルク鉱石中の他の組成物や有機物が原

因とも言われているが、はっきりとはしていない。そ

こで、臭気発生の原因を明らかにし、その対策につい

て検討するため、各種のタルク鉱石及びＰＰを用いて

コンパウンドを混練し、官能による臭気試験と機器分

析を行った。 

 

       ２ 実験方法 

2.1 試料 

 原材料として、タルク以外の組成物に差があるタル

ク７種、メーカーの異なるＰＰ３種、添加剤として一

般的な酸化防止剤（ﾄﾘｽ-(2,4-ｼﾞ-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆﾙ）ﾎｽﾌｧｲﾄ）

を用いた。タルク５０部、ＰＰ５０部、酸化防止剤０．

２部をドライブレンドし、シリンダー温度を230℃とし

て、二軸混練押出機（㈱日本製鋼所 ＴＥＸ－３０）で

コンパウンドペレットを作成した。 

2.2 測定 

臭気測定は、官能により行った。また臭い物質を特 

 

定するために、ガスクロマトグラフ質量分析計（島津

製作所㈱ ＧＣＭＳ ＱＰ１１００ＥＸ）による分析を

行った。試料ペレット約5gをバイアル瓶に秤り取り、

オートサンプラー（パーキンエルマー㈱ ＨＳ４０Ｘ

Ｌ）にて100℃で10min加熱した時に発生するガスをガ

スクロマトグラフ質量分析計に導き、分析した。カラ

ム温度は100～200℃、昇温７℃/min、検出器温度250℃

とした。 

 

              ３ 実験結果と考察 

3.1 タルクの種類による比較 

 臭気がタルク以外の組成物によるものであれば、タ

ルクの産地が異なれば、含まれる組成物も異なり、従

って臭気の量、質が異なるはずである。そこで、含有

する鉱物組成に違いのある７種類のタルク、加熱して

有機物を除去したタルク１種類を用いて、コンパウン

ドの臭気を検討した。表１に各種コンパウンドの臭気

試験の結果を示す。 

  Ｎｏ．３～１０のペレットでは、鉱物組成が異なる

にも関わらず、ほとんど同じ質の臭いが感じられた。

臭いの量についても大きな差は感じられなかった。ま

た有機物を除いたタルクのペレット（Ｎｏ．１１）に

おいても同じであった。このことから、タルク中の他

の組成物や残存有機物が原因で臭気が発生していると

は考え難い。 

 対照として作成したタルクを配合してない、ＰＰの

み（Ｎｏ．１）およびＰＰ／酸化防止剤（Ｎｏ．２）
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のペレットでは、臭いは感じられなかった。このこと

から、ＰＰ自体もしくは酸化防止剤の熱分解による臭

気とも考えられない。 

 従ってこれらのことから、臭いの発生は、タルク中の

他の組成物が原因ではなく、タルクの存在に関係があ

るものと思われる。 

3.2 ＰＰの種類による比較 

 表２にタルクは同一とし、ＰＰの種類を替えた場合

の各種コンパウンドの臭気試験の結果を示す。ただし、

表中の＋マークは、対象としている種類の臭いのみの

強さを表してあり、異なる種類の臭気の場合は、＊マ

ークとした。 

  ＸのＰＰを使用した場合（Ｎｏ．３，４）と比較し

て、Ｙ、ＺのＰＰの場合（Ｎｏ．１２～１４）のタル

クコンパウンドは、それぞれ異なる種類の臭気が感じ

られた。同じタルクを使用しているのに、ＰＰの種類

が異なると、違う種類の臭いが発生することから、タ

ルク自体が臭いの発生源であるとは考えにくい。 

一方、ＹのＰＰに酸化防止剤を加えたコンパウンド

（Ｎｏ．１５）では、ＸのＰＰ（Ｎｏ．４）と同じ系

統の臭いがしたこと、また、酸化防止剤のない配合（Ｎ

ｏ．３）よりも、酸化防止剤有りの配合（Ｎｏ．４）

のほうで臭気が強く感じられたことから、対象の臭気

は加えた酸化防止剤に関係すると考えられる。 

以上のことから、コンパウンドの臭気は、酸化防止

剤が、タルクの存在により反応し、発生したものと結

論付けられる。 

  なお、酸化防止剤の無いＮｏ．３がＮｏ．４と同じ

                   表１ 各種タルク－コンパウンドの臭気試験結果     

  Ｎｏ.         配     合         タルク種類と特徴  臭気試験結果  

   １ ＰＰ  －  （ＰＰのみ）      ＋  

   ２ ＰＰ／酸化防止剤  －  （タルクなし）        ＋  

  ３ ＰＰ／タルク Ａ－１  高白色（酸化防止剤なし）      ＋＋＋  

   ４ ＰＰ／タルク／酸化防止剤 Ａ－１    高白色     ＋＋＋＋  

   ５ ＰＰ／タルク／酸化防止剤 Ｂ－１    高白色     ＋＋＋＋  

   ６ ＰＰ／タルク／酸化防止剤 Ｄ－１    酸化鉄 約1%     ＋＋＋＋  

   ７ ＰＰ／タルク／酸化防止剤 Ａ－２    高マグネサイト     ＋＋＋＋  

   ８ ＰＰ／タルク／酸化防止剤 Ａ－３    高ドロマイト     ＋＋＋＋  

   ９ ＰＰ／タルク／酸化防止剤 Ｃ－１    酸化アルミニウム 約8%     ＋＋＋＋  

  １０ ＰＰ／タルク／酸化防止剤 Ａ－４    酸化アルミニウム 約20%     ＋＋＋＋  

  １１ ＰＰ／タルク／酸化防止剤 Ａ－１  500℃／2hr加熱     ＋＋＋＋  

           ＋：ほとんど臭いなし  ＋＋：臭いがする 

       ＋＋＋：強い臭いがする ＋＋＋＋：非常に強い臭いがする                

 

 

                 表２ 各種ＰＰ－コンパウンドの臭気試験結果   （タルク：Ａ－１） 

  Ｎｏ.          配   合   ＰＰ種類  臭気試験結果  

  ３ ＰＰ／タルク Ｘ      ＋＋＋  

   ４ ＰＰ／タルク／酸化防止剤 Ｘ   ＋＋＋＋  

  １２ ＰＰ／タルク Ｙ      *  

  １３ ＰＰ／タルク Ｚ－１      *  

  １４ ＰＰ／タルク Ｚ－２      *  

  １５ ＰＰ／タルク／酸化防止剤 Ｙ     ＋＋＋  

                   ＋：ほとんど臭いなし ＋＋：臭いがする ＋＋＋：強い臭いがする 

             ＋＋＋＋：非常に強い臭いがする   *:異なる種類の臭い             

 



臭気であるのは、ＸのＰＰには、製造工程において今

回用いたものと同系統の酸化防止剤が添加されている

ためと推察される。 

3.3 臭い物質の特定 

  これまでの実験で、臭気はタルクと酸化防止剤の反

応物であることが推測された。この臭気成分を同定す

るためにガスクロマトグラフ質量分析計（ＧＣＭＳ）

で分析した。 

  図１～３にＰＰのみ、ＰＰ／酸化防止剤、ＰＰ／タ

ルク／酸化防止剤の各ペレットのガスクロマトグラム

を示す。 

 図１では、500～600sの保持時間あたりにピークがみ

られる。このペレットは樹脂のみであるため、これは、

樹脂自体に由来する成分と考えられる。 

  図２は酸化防止剤を配合したペレットであるが、図

１のパターンと同一の樹脂自体のピークしか検出され

ないことことから、酸化防止剤の熱による分解はない

ものと考えられる。 

 図３はＰＰ／タルク／酸化防止剤のペレットである

が、1500s付近に新規なピークがみられる。これは、ラ

イブラリー検索の結果フェノールであると予測された。

そこで、実際にフェノールをサンプルとしてＧＣＭＳ

を測定し、同じ位置にピークがあることを確認し、こ

れがフェノールのピークであると同定した。 

  フェノールを発生する構造は、ＰＰ、タルクにはな

く、酸化防止剤に存在する。そこで、フェノールが生

成すると考えられる、タルクと酸化防止剤の反応を検

証するために、タルク粉末と酸化防止剤のみをバイア

ル中で混合し、混練温度と同じ230℃で5～20分加熱し

たサンプルのＧＣＭＳを測定した結果を図４に示す。 

 ペレットの時と同じ1500sの位置にフェノールのピー

クが検出された。このクロマトグラムには、さらに235

0s，2500s，3600s付近にピークが存在する。これらは、

それぞれ2-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ，4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ，2,4-ｼﾞ-t-ﾌﾞ

ﾁﾙﾌｪﾉｰﾙであることを確認した。 

これらの化合物は、図５に示す酸化防止剤 ﾄﾘｽ-(2,4-

ｼﾞ-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆﾙ）ﾎｽﾌｧｲﾄの分解過程で生成すると考えら

れる物質である。 

  従って、これらのことから、ＰＰ／タルクコンパウ

ンドに発生する臭気は、タルクの存在下で酸化防止剤

の分解によって生じたフェノール類化合物であると特

定した。 

3.4 臭いの抑制 

このフェノール系の臭気を抑えるためには、１）酸

化防止剤に対して不活性なフィラーへの変更と２）酸

化防止剤に対して不活性なタルクへの改良が考えられ



る。そこで、タルク以外のフィラーを使ったコンパウ

ンド及びシランカップリング剤またはステアリン酸亜

鉛で表面処理したタルクを使ったコンパウンドについ

て検討した結果を表３に示す。 

 タルク以外のフィラーでは、エンスタタイト（Ｎｏ．

１８）、炭酸カルシウム（Ｎｏ．１９）では無臭コン

パウンドが得られ、有効であったが、ろう石（Ｎｏ．

２０）では強いフェノール系の臭いが感じられた。 

 エンスタタイト（化学式：ＭｇＳｉＯ３）は、タルク

（化学式：Ｍｇ３Ｓｉ４Ｏ１０(ＯＨ)２）を焼成してＨ２Ｏ

を除去したもので、構成元素は変わらない。このこと

からＭｇ、Ｓｉ等の特定の元素によって酸化防止剤が

分解しているのではないと思われる。 

 タルクの改良に関しては、タルクに表面処理を施す

ことで臭いのないコンパウンドを得ることができた

（Ｎｏ．１６，１７）。表面処理剤によりタルクの酸

化防止剤に対する反応性が妨げられたためと考えられ

る。 

  タルクへの表面処理は有効であったが、コスト面で

は一工程増えることとなり、不利である。そこで、工

程を増やさない方法として、コンパウンドの混練時に

ステアリン酸亜鉛を添加する方法を検討した。このペ

レット（Ｎｏ．２１）においてもほとんど無臭のペレ

ットが得られた。この方法は、ステアリン酸亜鉛が安

価であること、表面処理工程がいらないことから、実

用的な対策であるといえる。 

 

       ４ 結  言 

(1) ＰＰ／タルクコンパウンドに発生する臭い物質

は、タルクの存在下で、酸化防止剤が分解して生じた

フェノール類と特定ができた。 

(2) タルクにシランカップリング剤などの表面処理

を行うことで、臭いの発生を抑えられることがわかっ

た。 

(3)  またコンパウンド作成時に、ステアリン酸亜鉛を

添加するだけでも臭いが抑えられ、実用的対策をたて

ることができた。 

(4) 臭気発生を抑える処理を行った場合の、成形品の

物性、加工性などの評価が今後の課題である。 

 

 なお、本研究は広島県地域研究者養成事業に基づき

企業の技術者の参加により実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             表３ 各種フィラーでのコンパウンドの臭気試験結果 

  Ｎｏ.  鉱物   処理条件  臭気試験結果  

  １６ タルク シランカップリング剤表面処理       ＋  

  １７ タルク ステアリン酸亜鉛表面処理     ＋  

  １８ エンスタタイト タルクを1150℃で3hr焼成      ＋  

  １９ 炭酸カルシウム           無処理品      ＋  

  ２０ ろう石           無処理品    ＋＋＋＋  

  ２１ タルク 混練時ステアリン酸亜鉛添加      ＋  

              ＋：ほとんど臭いなし  ＋＋：臭いがする 

          ＋＋＋：強い臭いがする ＋＋＋＋：非常に強い臭いがする                
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図５　酸化防止剤（ﾄﾘｽ(2,4-ｼﾞ-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆﾙ)ﾎｽﾌｧｲﾄ）


